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タイの水上住宅
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The water housing in Thailand 
圃 incase of the pillar house -
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Synopsis 

This paper describes the view of the inhabitant in a water city in Thailand by the field work and 

interviewing. This study clears three points; (1) the condition of water village， (2) the condition of water 

housing， (3) the living condition. 
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， .はじめに

人類は水と共に生きてきた。水は生物にとって多かれ

少なかれ影響を及し、人類にとって、生きていくために

必要な物である。狩猟時代ならば大きな川がなくとも、

飲み水として必要な量の水さえ確保しておけば、困るこ

とはなかった。しかし、次第に農耕を行うに従って大量

の水が必要となってきた。この生活様式の変化のため、

大きな川の流域に人が集まり、定着化した。狩猟文化か

ら、農耕文化への移行である。また、移動型の住居生活

から定着型の住居生活への変容で、もある。

特に東南アジアの国々は水と関係が深い。東南アジア

は、半島部と島棋部とからなり、常に海や川、つまり水

と共生してきた。東南アジアで水の神と呼ばれるナーガ

は、インド神話における大蛇ないし竜であり、東南アジ

アの様々な土着的神話と結びつき各地にその姿を残して

いる。東南アジアの各地にはこの神話と結びついた信仰、

儀礼、習慣があり、東南アジアの国々が水と共生してき

たことがわかる。そのため、水と隣り合わせにあるいは

水の上に住むことを受け入れなければならなかった。現

在も残るブルネイの大水上居住群、マレーシア東岸・西

岸のフィッシャーマンズビレッジ、インドネシアの環濠

都市、東南アジア各地の杭上住宅等多くの水上住宅が見

られるのはそのためである。

その中でもタイは、祭や文学、舞踊、民俗、絵画、彫

刻、建築、都市計画等のいずれの分野においても、水に

関わるもの多数がその土台となっている。海に固まれ、

川が縦横に国内を流れているタイにとっては当然のこと

である。川が多くそのため治水作業が困難で洪水を招き

やすく、土地が湿地帯であるところが多い。このような

土地であれば、洪水の度に断絶する陸路に比べ、洪水の

時にでも自由に移動できる水路が発達するのは当然であ

り、水に対処する技術を学びながら水と隣り合わせに、

あるいは水の上に住むことは自然発生的なことである。

現在でも高床式住居は、典型的な住居形式とされてい

るが、かつては水上住宅(水に浮かぶ住宅)も典型的な住

居であった。こうした住宅が最も多く存在したのは18世

紀末から今世紀初頭にかけてである。この柔軟性と可動

性を兼ね備えた住宅は、効率の良さと計画性のなさが前

提となっている。住宅の内部は陸上住宅と変わらない機

能を備えているが、土地に定着していないという移動可
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能な自由さがある。交通網の中心が川や運河だ、った時代 Noi Riverはチャオプラヤ河につながったが、河幅は

には、それが合理的かつ安全な居住形態であった。その は狭く、浅くなり、KlongOm Noiと呼ばれるように

上、 1860年代頃のコレラの発生のため、天然のよりよい なった。

衛生システムという理由で、川沿いに家を建てていたの

を、国王によって川そのものの上に建てるように命令さ

れた。

しかし、 1957年に道路が一般に公開されたのを皮切り

に、 1887年には市電、 1890年には鉄道が導入され、 1980

年代にいたっては高層ビルのラッシュとなった。これに

より、完全に水路中心の生活から陸路中心の生活へと移

行していった。

水と共生した生活に適していると言われる水上住宅

も、このような交通手段の変化のためではなく、様々な

要因が絡み合って減少してきた。建築材料の変化、ゴミ

の増加による水の自浄能力の限界、それが原因の水環境

の悪化等多数の問題が絡み合っている。

このような理由により、減少の一途をたど、っている水

上住宅は、伝統的な生活習慣から近代的な生活習慣に移

行する場合に起こりうる問題を内包している。この視点

から水上住宅を見ることにより、伝統的な生活習慣を考

慮に入れた住居改善と、近代化の方策を検討することは

重要である。

本研究は、タイのバンコクを対象地域として、そこに

存在する水上住宅、特に杭上住宅について、地域的な特

性および、居住実態(集落と住宅の様態、居住実態)を把

握することを目的としている。

2.杭上住宅の地域的特性

2. 1 調査概要

①調査地域:図 1に示すバンコクの中心部より約18km北

西に①するKlongBangkok Noi (バンコク

・ノイ運河)沿いの BangKu Weian (パン

.ク・ウィアン)

②調査対象:Bang Ku Weianの水上住宅 (51件)

③住宅調査:マッピング、観察調査、実測調査

④居住者調査:ヒアリング調査

⑤調査期間:1999年 8月

2. 2 調査地域概要

Bang ku Wiangは、かつてから栄えてきた運河沿

い住宅地である。北緯13.50

、東経1010

に位置し、

バンコク中心部から水路で 18km離れた Nonthaburiの

Klong Om Noi (Klong Bankok Noi) の川岸にある。

Klong Om Noiの成り立ちは、アユタヤ王朝時代の王

が1443年に、移動を楽にし、時間を省くために Om

Noi Riverを掘って、チャオフラヤ川のショートカッ

ト計画をたてたことに始まる。その 5年後の1448年

から1546年の聞に、 OmNoi Riverは掘られ、ショー

トカットされた運河は、チャオプラヤ川から直接力

強く流れる水により浸食された。結果として、 Om

Bang Ku Weiangは運河や寺院が400年前から集中して

いた地域である。昔の寺院は居住者にとって、非常に重

要であった。人々は、寺院を生活をよくするために、生

き方を学ぶ場として使った。現在では、政府が教育、医

療、社会福祉などのたくさんの活動を実施している。

また、水辺に住む多くの居住者の職業は果樹園従事者

である。社会は、失われつつある伝統的文化をまだ、守っ

ている。家族構成は、大人数の家族形態ではないが、年

配の家族もおり、子供たちとつながりがある。

住居群は運河の岸に沿って、まっすぐに並んでいる。

果物園もそうである。果物園は、それぞれの家の後ろに

個人の小さな地区に分かれた広大な地域にある。これら

の果物園の水路は、大きな運河を横切る小さな運河と交

差する。河岸に住む果樹園業者は、小さな運河を持って

おり、果物園はそれ自身土地に深く根ざしている。結果

として、土地は、運河に沿って、それぞれスパゲティー

のように長く、狭い区画に分けられた形を形成している。

果物園では、 ドリアン、マンゴ一、マンゴスチンなど

を栽培している。多くの果樹園業者は土地所有権を持っ

ているため、土地は受け継がれ、果物園や町の市場へ生

産品を売る強い力を持っていたため、米作農園の社会よ

り発達した。

交通に関しても、多くの居住者は市場や町やバンコク

にボートで移動する習慣があり、また水辺に住む大部分

の居住者は道路を容易に利用できないため、ほとんどの

道路網は発展しなかった。ライフスタイルの変化により、

道路は1990年にこれらの地域に接近し、人々は労働の割

に収入の低い農業を捨て、簡単な作業で収入のよいバン

コク中心部の工場へと仕事を移していった。

住宅は急勾配の切妻屋根と広いベランダをもっ高床式

住居である。床下には移動時・洪水時に使う小舟を収納

している。また、ベンチをしつらえ憩いの場を兼ねたプ

図1 調査対象地域
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ラットホーム(サーラ)があり、そこから船に乗り降り

出来るようになっている。そして運河もまた日々の上水

道や休浴場、洗い場、通路として残っている。チャオプ

ラヤ川の古い屈曲部からバンコク・ノイ運河、チャック

・パラ運河、パンクシン運河、バンコク・ヤイ運河へと

つながる巨大な環状線は、行商人や一部の観光客が行き

交うロングテールボートの幹線となっている。

2. 3 水上住居の分布状況

①住戸数

昔はドリアン、マンゴ一、マンゴスチンなどの果物園

があったことで、町が束状に広がって栄えてきた Bang

Ku Weiangは1952年に総住戸数は99件、 1974年に334件、

1998年に316件と、 1952年から 1974年にかけて住宅数は

大幅に増加したが、 1974年から1998年の問減少している。

減少の原因としては、道路が1990年にこれらの地域に接

近したことによると考えられる。住宅の平均面積は1952

年に397.8ぱ、 1974に374.4ぱ、 1998年に366.9ぱとなり、

他の地域に比べて大きいといえる。

現在、ここは行商人や一部の観光客が行き交うロング

テールボートの幹線であり、周辺住民よりもこうした人

々の方が多く見られるようになっている。

農業で生計を立てていたバンコク周辺の人々は、労働

の割に収入の低い農業を捨て、簡単な作業で収入のよい

バンコク中心部の工場へと仕事を移していった。それに

より住宅も水辺から道路沿いに移動し、運河を利用する

生活から徐々に離れていっている。

②建築材料

1952年に木造住宅が90件、コンクリート造と木造の混

合住宅が9件分布していた。 1974年には木造住宅が296

件、コンクリート造と木造の混合住宅が20件、コンクリ

ート造住宅が18件、 1998年には木造住宅が266件、コン

クリート造と木造の混合住宅が26件、コンクリート造住

宅が24件と木造住宅はやや減っている。また雑貨屋が6

件、主要な交通手段である船のガソリンスタンドが1件

ある。木造住宅の減少の原因は、近代化の影響やロング

テールボートによるダメージのためだと思われる。そし

て、コンクリート造の建物は陸上に移行して行っている。

③階高

1952年に平屋の住宅が85件、 2階建ての住宅が14件分

布していた。 1974年には平屋の住宅が266件、 2階建て

の住宅が68件、 1998年には平屋の住宅が247件、 2階建

ての住宅が69件となっている。

2. 4 居住者の住まい方と意識

①調査地域の住宅の特徴

調査地域の住宅は「運河岸のピラーハウスJr運河岸

の伝統的タイ住宅Jが39件/51と最も多い。「陸上のピ

ラーハウスJが約2%存在している。使われている建築

材料は「木材のみ」が約9割である。
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図2 土地利用別住宅分布
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「どのように修繕しますか」という質問に対しては「増

築する」が4割強と最も多く、ついで「建て替え」が2

割弱、「塗装する」が約 1割であった。

②交通手段

「住宅の出入り口はどちら側ですか」という質問に対

しては、「水路側」と答えた人が9割強、「道路側」と答

えた人が 1割弱であった。

「外出はどの手段を使いますか」という質問に対して

は、「ボート」が7割強と最も多く、ついで「自家用車J

が1割強、「パス」が 1割弱であった。

また「友達や親戚はどの手段を使いますか」について

は、「水路」が約6割、「道路」が約2割である。

「道路開発が進むことについての満足度」をたずねて

みたところ、「とても満足」が5割強、「満足Jが約4割

と、ほとんどが満足している。

以上の結果より、この調査地域のほとんどの居住者が

道路開発に対して賛成であるが、まだ道路開発が遅れて

おり、運河への依存度が高いと思われる。

③運河沿い住宅に対する意識

「水辺に住む最大の理由」は「交通の便利がよい」が

約4割、ついで「外観が素敵である」が約4割、「清潔

である」が約2割となっている。

これとは反対に「水辺に住む欠点」は「洪水」が約7

割、「悪臭」が2割弱となっており、 5月ごろから10月

ごろまでの雨期の聞の度々の洪水に最大の関心がある。

④水質汚染問題

「どうすれば水環境の改善されますか」という質問に

対して「運河にゴミを捨てない」と答えた人が5割強、

「ゴミを集める機関を持つべき」と答えた人が5割弱、

「運河にゴミを捨てるのが水質汚染の原因ではないJと

答えた人が 1割弱あった。
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「運河へのゴミ投棄」について質問したところ、「決

して捨てないJが5割強、「時々捨てるJが4割強、「毎

日捨てる」が 1割弱であった。

「運河にどのようなゴミを捨てますか」には、「液体

(スープ、ジュース)が7割強、「瓶、カン」が 1割強、

「プラスチック製品Jが1割弱であった。

「運河の水質汚染原因は何だと思いますか」という質

問に対して、「家庭からのゴミ」と答えた人が4割、「家

庭からの排水」と答えた人が2割強、「工場からの排水」

と答えた人が 1割強となっている。

⑤水環境問題

「運河の水の状態」の質問に対して、「まだいい状態

である」と答えた人が7割弱、「運河の水は汚染されて

いるJと答えた人は 3割強という結果が出た。
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図7 運河沿い住宅の長所
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図8 運河沿い住宅の欠点
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図10 運河の水環境
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2. 5 平面構成

調査地域にある住宅は頑丈な杭の土に建てられ、屋根

は急勾配で、羽田板を張った壁は内側に傾いている。家

の各部は、前もって部分ごとにつくったものを組み立て

るしくみになっているため、容易に分解したり、建て直

したりすることができる。また、湾曲した屋根の装飾の

ある住宅がよく見られる。この装飾によって屋根の勾配

はいっそう際だ、って見える。この破風飾りはクメールの

建築様式を取り入れたものである。

調査した住宅は、かつては竹筏のフローティングハウ

スであったが、増改築をして床から屋根にかけての構造

が変わらないピラーハウスにした。ピラーハウスにした

理由は、床下を有効に使えるようにしたことと洪水によ

る被害を少しでも回避するためである。

現在の住宅は急勾配の屋根、広いベランダをもっ高床

式住居で、床下には移動時・洪水時に使う小舟を収納し

ている。また、木のウオークウェイで他の住宅やベンチ

をしつらえ、憩いの場を兼ねたフラットホーム(サーラ)

につながれている。そこから船に乗り降り出来るように

なっている。そして運河もまた日々の上水道や体浴場、

洗い場、通路として残っている。

熱による対流を考慮して、天井高を大きくとれる高い

切妻の屋根と、熱帯のスコールから家屋を守るための深

い軒がある。窓も木や格子でガラスは使われておらず、

家に熱がこもらないように工夫されて受け継がれてきた

ものである。スコールの時などは、木の窓は完全に閉ま

り、格子部分はビニールをかけてい。

アフ。ローチの階段を登って建物にはいると、最初に共

有空間がある。二室ある寝室にはこの部屋からと奥の廊

下を使つてはいることができる。そして、奥の廊下から

増設したトイレがある。台所は外のベランダ、風呂は運

河で行っており、かなり運河に依存していると言える。

フローティングハウスの頃は、 トイレも運河に直接、放

出していたと思われる。

給水設備は、上水道がひかれているものの、雨水をた

める大きな瓶を軒下などにいくつも並べ貯蔵している。

また、電気と電話が引かれていている。

3.居住実態

3. 1 調査概要

①調査対象:TAMBON BAngrak Noiの水上住宅 (6件)

図11 西立面図
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②住宅調査:マッピング、観察・実測調査

③居住者調査:ヒアリング調査・定点観測

④調査期間:2002年8月19日""'8月21日、および

2002年12月26日""'12月27日

3. 2 水上居住の形態と居住実態

( 1 )調査地域概要

バンコク中心部から、北西約15切に位置する Tanmbon

Bangrak Noiという地域で、チャオプラヤ川支流の

Bangkok Noi運河を約2km下った地点に存在する杭上住

宅6件を対象に調査を行った。調査地域の北側には整備

された道路(幅:約5m)が通り、周辺には湿地帯や果

樹園が広がっている。運河(幅:約40m)を隔てた対岸

にはボート乗り場があり、定期的に舟の往来があり多く

の地域住人が利用している。また、寺院 (Wat Bang 

Rhaong)や小学校があり、開けた空間となっている。

図13
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(2 )水上住宅の形態

①住宅の相互関係

図16に示すように連続する 4件の住宅中 3件の住宅

は、全てテラスで水浴びや洗顔、手洗いなどを行ってい

る。住宅Aは飲料水や調理水は、購入水を使っているが、

住宅B、C、Dは、雨水を使っている。飲料水や調理水

以外は、ほぽ川の水を使用しており生活排水は、川にそ

のまま流している。また、少々の生ゴミならば、そのま

ま川に捨てている。

住宅A、B、Dはテラスで洗濯を行っている。 4件共

に、陸地側で食器を洗ったり、トイレを行ったりしてい

る。どの住宅もほぼ岸から同じぐらい離れているために、

住宅C、Dに比べて下流にある住宅A、Bの洗面や水浴

び、洗濯等は、住宅C、Dの生活排水や汚水が混入した

水を使用することになる。ましてや、皿洗いは、台所で

川の水を組み上げて行っている住宅が大半を占めてお

り、上流の住宅の汚水が混入した水を直に使うことにな

与
図14 集落構成図

住宅 A

、ドj対t

る。同様に住宅C、Dもさらに上流に位置する住宅の、

生活排水や汚水の混入した水で洗面や水浴び、、洗濯等を

行わなくてはならない。

水上住宅で使用している川の水は、生活排水や汚水が

混入した水であり、一昔前のような締麗な水を使えるこ

とはない。調査したうちの l件だけ、皿洗いや洗濯、水

浴びに全く川の水を使用しない家が見られた。その理由

としては、水が汚く、信頼できないという意見で、あった。

②住宅の形態

調査住宅の平均面積は約162mと非常に大きく、最も

大きい住宅の面積は約240ばである。 6件中 l件RC造

の住宅も見られる。

住宅の多くは、部屋数が5部屋以上あり、居間、台所、

寝室、トイレ、物置と分かれており、中には2階建ての

住宅も見られる。部屋数の多い住宅は、寝室が2つ、 3

つに分かれていたり、物置、衣類収納場所などの部屋を

設けている。

築年数の古い住宅は、老朽化が進み、壁はトタンの色

がはげていたり、剥がれている。住宅の床は穴があいて

いたり、きしんだりと、年期が感じられる。

図15 住宅外観図
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図16 集落構成図
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壁は、多くの住宅が板張りになっており、格子状の壁、 住宅の内部を全体的に見ると、生活雑貨がたくさん置

トタンやブリキを張っている壁も見られる。壁の上部は いてあり、ものが乱雑に置いてある部屋もあれば、家族

格子や隙聞があいており、風通をよくする工夫がみられ が集まる部屋は、散らかっている様子はなく、こまめに

る。部屋の仕切りは、板張りでしっかり作られている笛 片付けてあり、壁には木の台を打ち付けて、締麗にカセ

所もあれば、高さの低い柵や上部が格子になっている壁 ットテープを並べてあったり、カーテンの色を統一して

などもある。 あったりと、インテリアにこだわっている家も見られる。

屋根は切妻型が多く、タイ北部の伝統的な棟飾りをつ 川からのアプローチについては、階段を数段上りテラ

けた住宅も見られる。台所、トイレなどの屋根には片流 スをったって家にはいる。ほとんと、の住宅で、階段を上つ

れの屋根がかけられている。骨組みには木材を使用して たところに座って涼む事の出来る休憩スペースがある。

おり、柱や屋根の骨組みには、木で補強しであるものが この階段は水にぬれており、泥や藻などが付いており滑

多くある。天井高を少しでも高くして熱の滞留を防ぐた りやすくなっている。

め、天井は張られていない。屋根と壁の聞には隙聞があ

り、風通が良くなっている。洗濯物などを掛けたりと上 (3 )居住実態

手く利用している。設けられている。 ①家族構成:家族人数は、 3人--4人の少人数の家族が

窓は、川に沿って風が吹くために、運河側に多くの窓 多い。仕事は、住宅の後背地に果樹園がある為、そこで

が設けられている。ほとんどの窓は、木製の枠にガラス 働く人が大半を占めている。しかし、なかにはバンコク

がはめ込まれた扉をつけており、カーテンをつけている 市内まで働きに出かける人もみられた。調査世帯平均月

家も見られる。 6件中 1件だけだが、薄暗くなった居間 収は、約13，525B t (約40，169円)であり、タイの 1世

に天窓を設けてある住宅があり、上手くトッフライトを 帯の平均月収である12，150B t (約36，085円)の約111

取り込んでいる住宅も見られる。%に相当している。数字の上だけでみると、ほぼ平均 的

トイレは、壁がトタンになっており、少し高くなった な暮らしをしているようにみえるが、果樹園労働者は川

所に便器が設置されているのが大半である。便器の種類 の氾濫や天候に左右される為に、ここ数年思うように作

は様々で、ただ単にまたいで用を足すだけの粗末なもの 物がとれず、収入が不安定で、今までの貯蓄を切り崩し

から、日本にあるような水洗便器まで見られる。 たり、バンコクで会社員として働く息子や娘の収入に、

台所は、きれいに片付けられており、鍋などの調理器 頼っているのが現状である。川の氾濫がなく順調に収穫

具は壁に掛けられている。食器類などは食器棚に収めら できた場合、一年で20，OOOB tの収入がある。

れていた。

表 1 水上住宅における住まい方の実態 1
一件目 二件目 一件目 四件目 五件目 六件目

人数 3人 2人 3人 6人 4人 4人
世 帯 世帯主 医者 果樹園労働者 果樹園労働者 果樹園トで労大働工者 果樹園労働者 先海軍

2監護 パー (メカニック)
120008 不安定 100008 140008 200008 160008 

空費 数用 能。万B
28年 齢、 6石0京年以上 鯨以上 15年
約 15万B らない らない 50万B

面積 約 74m' 約 125m' 約 240m' 約 175m' 約 135m'

材建 料築
RC・ガラス・木材 木・トタン・ガフス 木・トタン・ガフス 木・トタン・ガフス 木・トタン・ガフス 木・トタン・ガフス

住宅
以前の 水上住宅 陸上住宅 陸上住宅 陸上住宅 陸上住宅 陸上住宅
住 宅

引てき越たし 結建婚して新居を
てたから

川の浸が食商1)により
土地 られた

川の浸が食削により
土地 られた

川の浸が食削 により
土地 られた

川の浸が食削 により
土地 られた

川の浸が食荷1)により
土地 られた

理由 から から から から から

杭交 の 材 料 木材 木材 木材 |木材 木材 |木材

(水に換ぬ
交 換度 今まで交換した 今ことまがでな交い換した た不と定感期じ(た古時くな)っ 約 5年 今まで交換した 今ことまがでな交い換した

れてい ことカfない ことがない
る部分) 墾現過 在芸 最低 100008 最低50008

I~からない |わからない

梨E
|草 オートハイ |車・オートハイ 自転車 l車 |徒歩

交通 ボート ポート ボート ボート ポート ボート
利用 利 用

使用 途用
(車)仕事場 寺(ポ・ー市ト場)友人宅 寺(ポ・ー市ト場)友・仕人事宅場 町(ボート)仕事場 (ボート)仕事場 町(ボート)仕事場

I陸こ'上つへの移住 |考えていない 考えていない 移動したい

移甚新か(近居動車ら〈し京をにた持語}いち指たしいて

|考えていない |考えていない
いて

両.親百るfか融-らi:::住.お...~.R部建.ぞ五........ 東京五4・茅ドめ.モ.... 完家.托.亦..鍾モ.定.......貰訂正.通.モ.貰L'.....
理由 でい 家だから だから 環境だから

地域交流
|地事方務所自治体の 事地方務所自治・保体値の所 I地事万務所自治・保体健の所 地事方務所自治・保体健の所

主婦グルブ l地事方務所自治・保体健の所
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②杭・階段の修繕:杭や階段の材料は、チーク材を使用 先代が建てた家だから、良い土地でよい環境だからなど

している。調査世帯6件中で、今までに水に濡れて痛ん がある。一方、陸上に移住したいと考えている世帯は6

だ部分を交換したことがある世帯は2件だけである。調 件中 2件ある。その理由として、長男が独立して、新居

査した住宅の交換頻度としては、約5年から10年が一つ をもちたい、川の氾濫が多く、床上浸水などになるから

の目安となっている。一回の交換にかかる費用としては、 等の意見が得られた。陸上に移住すると言っても、都市

最低5，000""1 0，000 B t以上かかる。全ての材を交換す 部に移りたい訳ではなく、この土地の周辺に移住したい

るには、世帯収入の数ヶ月分を費やすことになり、材の と考えている。

維持が困難となる。また材の種類がチーク材のために値 ⑤休息・余暇:17時以降の過ごし方として家で休息した

段も高くなっており、簡単に手に入りにくくなっている。 り家の仕事をしたり意見が大半を占めている。中には、

最近はチーク材の代わりに、品質的にもう一つ下の材を 調査地域裏にある保健所でエアロピックスを楽しんでい

使用している。③交通手段:{主宅が陸上と水上の両方に る人も見られる。

面しているため、上手く使い分けている。町に出かける ⑥食事:家で食べることが多く、外食をする家族は見ら

時は、オートパイや車での移動が主流になる。また、水 れない。食事は台所で調理し、料理には行商人や近くの

上交通は近くのお寺や友人宅、対岸等には、手こぎのボ 市場、住宅の裏の道路に車で来る移動式庖舗等から買っ

ートをする。仕事場までは、モーター付きのボートを使 てきた材料や購入水を使っている。中には、雨水をため

用している。④陸上への移住:水上住宅に居住し続けた たものを沸騰させて使っている家族も見られた。調理道

いとしている世帯は6件中 4件ある。その理由として、 具は、炊飯器、ガスコンロ、冷蔵庫等の電化製品がそろ

洗濯物を干す場所

.L.~困与さ L.t1ス
図17 生活行動図(例)
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っている。また鍋や食器類も充実しており、食器は食器 ⑬就寝:マットレスやベッドの上に寝ている。布団をそ

棚に、鍋は壁なとに掛けられている。昼食は、主に朝の のまま床に敷いて寝ている家は見られない。マラリヤ蚊

残り物を食べる。食事は居間で家族が集まって食べる。 対策として蚊帳を使用している家も見られる。

⑦洗濯:運河の水を使っている住宅が多く、運河に面し

4. おわりにたテラスで、行っている。運河の水をタライに汲み洗剤を

使って、手もみ洗いをしている。また、洗濯機を使用し

ている家も見られた。洗濯した衣類は、テラスや岸辺等

にロープを吊して干している。

⑧皿洗い:食事後の皿洗いは、川の水をポンプでくみ上

げて使用している家が多く、スポンジやたわしで、洗って

いる。排水はそのまま川に流している。

⑨トイレ:トイレには便器が取り付けられており、トイ

レにおいてある柄杓でそばに溜めてある水をすくい、お

尻を洗っている。汚物は川にそのまま流している。

⑩水浴び:トイレやテラスで、洗剤を使って体や顔を洗っ

ている。 1日に数回、水浴び、を行う。水浴びは最低、朝

と昼の 2回行う。

⑪ゴミ:大きなゴミは、岸辺にあるゴミタンクに破棄し

ており、自治体が定期的に回収に来ている。ゴミの分別

は行われておらず、回収費として月々一世帯20Btずつ

支払っている。

生活用水は水道水と運河の水を利用し、生活排水はそ

のまま運河に垂れ流しにしている。今回の調査住宅のな

かで半数の住宅に水道設備があった。水道がひかれた住

宅であっても、運河の水をポンプで引き上げ、生活用水

や汚水が混入した水を浄化せずにそのまま利用している

のが現状である。調査住宅の中で 1件だけ、運河の水を

全く使用しない住宅があった。理由としては、運河の水

が汚染されており、信頼できないということであった。

水上住宅の特徴としては壁は板張りで、台所やトイレの

壁はトタンを打ち付けている住宅が多い。窓は、ガラス

の入った扉が取り付けられており、普段は開放されてい

る。隙聞が多く風通しが良いなどの住宅の特徴が把握で

きた。

⑫掃除:ほうきで床を掃き、運河の水を使って床を拭い

ている。掃除で出た小さなゴミや塵は、集めずにそのま

ま川に掃き捨てている。掃除は、住宅は汚れていないと

いう意識があり、頻繁に行われることはない。

住宅内にはテレビやオーディオなどの電化製品が充実

しており、伝統的な生活から近代的な生活に移りつつあ

る。日常使っている水は水道水と運河の水を利用してい

る。水道を引いている世帯であっても運河の水を利用し

ており、調査世帯の多くが未だ、に運河の水に頼っている。

外出する際の交通手段は、バイクや自動車、自転車など

の陸上交通を利用している世帯もあるが、ボートを利用

表2 水上住宅における住まい方の実態2

件目 二件目 三件目 四f午目 五件目 穴件目

朝 宣 l調家理で料され理た、時の々を |調家で理問された、時の々を 家!調で理蒋さ理れたよ蒔の々を l調家調理さ理れた、時の々を |調家買理でって料さくれ理るた、時の々を |家調理で料され理た、時の々を

買ってくる 買ってくる 買ってくる 買ってくる 買ってくる

昼食 誰も家にいない 蒙で料理 京で軒理 家で料理 家で料理 家で料理

夕食
l調家で理料され理た、時の々を |調家理で料され理た、時の々を l調家で理料され理た、時の々を l調家で理料され理た、時の々を |調家理で料され理た、時の々を |調家で理料され理た、時の々を

買ってくる 買ってくる 買ってくる 買ってくる 買ってくる 買ってくる
残 飯 犬にあげる 犬にあげる 鶏にあげる 鶏にあげる 犬にあげる 犬にあげる

家の墨のタンクに 家の裏のタンクに 家の墨のタンクに 家の義のタンクに 家の墨のタンクに 家の暴のタンクに

入れておくと、地 入れておくと、地 入れておくと、地 入れておくと、地 入れておくと、地 入れておくと、地

ゴミについて 方自治体が毎日 方自治体が毎日 方自治体が毎日 方自治体が毎日 方自治体が毎日 方自治体が毎日

ボートで集めに来 ボートで集めに来 ボートで集めに来 ボートで集めに来 ボートで集めに来 ボートで集めに来
る。 (1ヶ月 208) る。(1ヶ月 208) る。 (1ヶ月 208) る。(1ヶ月 208) る。(1ヶ月 208) る。(1ヶ月 208)

洗面 水道 水 川の水と水道水 川の水と水道水 川の水 川の水 川の水
飲料水 購入水 購入水 購入水

(時々 雨購水入水)
雨水 雨水

(時々購入水) (時々購入水)
(一日 6リットJレ) (一日 6リットル) (使用量不明) (1日5リットJレ) (1日7リットル) (一日 2.5リットル)

皿洗い 水 道 水 川の水と水道水 川の水と水道水 川 の 水 川の水 川の水
トイレ

末水冨道末水
水道水 水道水 川の水 川の水 川の水

洗濯物 川の水と水道水 水道水 川の水 川の水 川の水
(夫と妻は毎日

( 1週 間 に2回) (2日に1回) 他は1週間 1回) ( 1週間2.3回) ( 1週間2回) (1週間 1回)

水浴道びす水。川で水 川の水と水道水 川の水と水道水 川の水 川の水 川の水

水浴び ることは
ほとんど無い (満潮時だけ

川の水) ( 1日朝か夕方に) ( 1日3回) ( 1日最低3回) ( 1日最低3回)
掃除 水道 水 川の水 川の水 川 の 水 川の水 川の水

(頻繁にしない) (頻繁にしない) (頻繁にしない) (頻繁にしない) (頻繁にしない)

鯖毒自 町の病院 庭 庭 庭と町の会社 庭と市場 |庭と町の会社
7:00-17:00 7:30-10:30 8:00......12:00 庭4==』 7:00~12:00 6:30-14:00 i 庭~島z 川 -12:00

キ土5:00-17:00 キ土7:00-14:00
5時以降 休息する 休息する 休事息したり家の 18:00-保健所に 休息か家の仕事 休息か家の仕事

仕をする エアロビにいく たまに市場に行く 祖母の世話
休日 家で家す族るといるか 家外で出家す族るといるか 家で家人族宅といる 家で過ごす |庭の世話をする 家にいる

外出 か友 に行く
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している世帯もあり、未だに伝統的な水上交通が利用さ

れている。陸上への移住を望んでいる世帯は6件中 1件

と少なく、周辺の環境が良く、多くの世帯が移住を望ん

でいない。移住を望む理由としては洪水が多いというこ

とで、あった。このように、今回調査した地域では、近代

的な要素を取り込みながら、伝統的要素も有効に利用し

上手く生活をしている。その要因として、原住民がこの

土地のことをよく理解し、環境の変化に対応しているこ

とがあげられる。

以上より、一部ではあるが、タイの水上筏住宅の集落

構成や様態、その居住者の生活実態について、一定の知

見が得られた。未だに残る「水Jを中心とした伝統的な

環境共生の生活と、一方で営まれている近代化、あるい

は西洋化された生活との関係や、この近代化・西洋化に

至る変容過程について、さらに検討を加えることが重要

である。今後は、筏住宅が残る他の地域や他のタイプの

水上住宅が存在する地域において、どのような集落・住

宅に、どのような居住者が生活しているかを明らかにす

るために調査研究を続ける必要がある。

最後に、元近畿大学工学部建築学科の蛭田康裕君、増

成健治君、吉田明展君、大坂孝臣君、権現智士君の名前

を記して謝意を表します。なお、本研究は、日本学術振

興会平成13年度・ 14年度・平成15年度科学研究費補助金

の助成を受けている。
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